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令和６年度 事業報告 

           
 

学生ひとりひとりの能力を最大限に引き出しながら、

大学名が示す芸術と科学の融合・協調を進め、知性と 

感性を兼ね備えた創造力豊かな人材を育成します。 

 

今年度、本学は 7 年に一度の認証評価（日本高等教育評価機構）を受審しました。評

価結果として「適合」と認定され、「総じて、大学の教育研究が使命・目的に基づき適切

に実施され、教員と職員の協働をはじめとする学修支援体制などが整備されている。内

部質保証のための組織の整備、責任体制が機能しており、自己点検・評価結果が教育の

改善・向上に反映されている」との総評を得ました。 

今年度の事業計画については、策定時に(1)A&S 教育の推進、(2)「学生主体の大学づ

くり」のための多面的施策の２項目を重点施策として挙げましたが、これらに関する 1

年間の実績の概要は以下のとおりです。 

(1) A&S 教育の推進 

 令和 6 年度入学生から学士課程の枠組みを従来型（教養科目 ＋ 専攻科目）から A&S 教育（Basic Program 

＋ Advanced Program)へと転換しました。1 年次対象の Basic Program の大半は新規の開講科目でした。Basic 

Program に関する学生授業アンケートでは理解度、満足度などの項目で高い評価結果を得ました。また、各科

目の実施状況を点検・評価してシラバス等の改善につなげるとともに、 FD・SD 研修会の開催（4 回）などを

通してプログラム全体の安定的・持続的な運用方法を整備しました。 

(2) 「学生主体の大学づくり」のための多面的施策 

 従来の図書館機能を図書館 2 階に集約し、1 階スペース全体を学生の主体的な学びや自主的なグループ活

動の場（アカデミックコモンズ）として整備し、その一画に設置したアカデミック・アドバイジングデスク

にはアカデミックアドバイザー1 名を配置しました。当デスクの活動については副学長（学生支援担当）、教

育開発センター長、学生支援センター長、学務部長が参加する打合せを週 1 回開催し、学生の相談内容やア

ンケート調査結果から次年度から取り組む活動を立案しました。達成目標は、学生の抱える多様な課題の解

決や学生自身による将来の目的・目標の設定と達成に向けた総合的サポートの拠点となることです。 

 LM(Web Class)の活用については、学生一人ひとりに対応した学生支援体制を整備するとともに、アセスメ

ントプランにもとづき、 学修成果の点検・評価から、教育内容・方法の改善につなげるサイクルが確立しま

した。 また、ICT 活用に関する推進計画を策定し、教育 DX 推進計画の策定・公開の準備とするとともに、教

職員・学生が LMS 使用に習熟し、最大限に利用・活用するための方策として、マニュアル案内・FD 実施など

を行いました。 

 学友会を改組して発足した全学学生会の活動を軌道に乗せるため、活動のルールを 「全学学生会の手引き」

に纏め、学生に配布して周知しました。また、学長・学生代表者懇談会が 2 回開催され、学生の要望に沿っ

て給水機の設置、教室の充電設備、通学路の整備や Wi-Fi 環境の改善などに取り組むことが示され、「学生主

体の大学づくり」が一歩前進しました。 

 

 

                           倉敷芸術科学大学 学長 柳澤 康信 
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Ⅰ．「アート＆サイエンス教育」の開発・展開 

１．教育力の強化 

A&S 教育初年度段階の実施状況を点検・評価し、DP・CP・履修規程、およびカリキュラム・ツリーなどとの整合性を検

証し、またカリキュラム表・科目一覧表・時間割表の改善につなげた。 

 Basic Program について、Core 科目・Standard 科目・Fieldwork 科目の実施状況を点検・評価してシラバス等の改善

につなげるとともに、 FD・SD 研修会開催や学生の授業補助活動の積極的活用などによって、プログラム全体の安定的・

持続的な運用方法を再整備した。 

 A&S Advanced Program について、PBL 科目におけるプロジェクト等の実施・運営状況を点検・評価し、シラバスに反

映した。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【1】A&S 教育の理

念・目的・目標を文

章化する。 

【1】 A&S 教育初年度段階の実施

状況について点検・評価

し、全学および各学部学科

の DP・CP との整合性を検

証する。 

A&S 教育初年度の実施状況について、教育

課程レベルの検証「カリキュラムチェッ

ク」（10 月～12 月）を実施した結果とし

て、Basic Program・Advanced Program と

もに、DP・CP との整合性において問題なく

実施されていることが学務委員会で報告さ

れた。また、生命科学科においては、昨年

度に策定した新 DP・CP、および新カリキュ

ラムの内容をふまえ、A&S 教育における役

割や教育の内容・方法といった学科の特性

をより反映した名称「環境生命科学科」に

2025 年度から変更することとした。 

Ａ 

【2】Basic Program

と Advanced Program

の関係性・位置づけ

を明確にする。 

【2】 A&S 教育初年度段階の実施

状況について点検・評価

し、全学および各学部学科

の履修規程とカリキュラ

ム・ツリー、A&S 教育ラー

ニングフローとの整合性を

検証する。 

上記【1】と同じく、A&S 教育初年度の実施

状況について、「カリキュラムチェック」を

実施した結果として、Basic Program・

Advanced Program ともに、各教育課程の履

修規程とカリキュラム・ツリー、A&S 教育

ラーニングフローとの整合性において問題

なく実施されていることが学務委員会で報

告された。 

Ａ 

【3】A&S 教育を組み

入れたカリキュラム

案を作成する。 

【3】 A&S 教育初年度段階の実施

状況について点検・評価

し、全学および各学部学科

のカリキュラム表・科目一

覧表・時間割表の改善につ

なげる。 

A&S 教育初年度の実際の受講者数に応じ

て、一部の選択科目のクラスを削減・合併

し、それにともなう担当教員の配置変更を

おこなうなど、教育開発センターにおいて

必要な措置を講じた。また今年度の内容を

ふまえ、全学および各学部学科のカリキュ

ラム運営の改善を実施し、2025 年度の科目

一覧表・時間割表作成に反映した。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【4】初年次生対象の

基礎的な全学共通プ

ログラムを開発す

る。 

【4】 基礎的な全学共通プログラ

ムである A&S Basic 

Program を構成する科目

（Core 科目・Standard 科

目・Fieldwork 科目）の実

施・運営状況について、授

業評価アンケートその他を

用いて点検・評価し、シラ

バス・進行表の内容を再検

討する。 

基礎的な全学共通プログラムである A&S 

Basic Program（Core 科目・Standard 科

目・Fieldwork 科目）の実施・運営状況に

ついて、授業評価アンケートその他を用い

た「教育プログラムの評価・改善」（11 月

～1 月）を実施し、その結果をふまえて

2025 年度のシラバスや Core 科目進行表な

どを作成した。 

Ａ 

【5】全学共通プログ

ラムを構築するため

の研修プログラムを

開発する。 

【5】 A&S Basic Program 全体の

安定的・持続的な運用のた

めに、Basic Program 担当

登録制度を改善し、研修プ

ログラムを計画・実施する

とともに、TA・SA を効果的

に活用する。 

A&S Basic Program 全体の安定的・持続的

な運用のために、「A&S 教育 Basic Program 

FD/SD 研修会」全 3 回（第 1回 9/20 金・第

2 回 10/16 水・第 3 回 12/4 水）を実施した

うえで、「A&S Basic Program 担当可能系

列・科目の登録（更新）」（12/26 木～1/20

金）を実施した。また、Core 科目を中心と

する Basic Program において、計 31 名雇用

した TA・SA の授業補助活動が、プログラム

の安定的・持続的な運用に寄与した。 

Ａ 

【6】学生参加型プロ

ジェクト（ビジョン

2）・フィールドワー

ク（ビジョン 3）と

連携しながら総合

的・発展的な教育プ

ログラムを開発し、

カリキュラム案に位

置づける。 

【6】 総合的・発展的な教育プロ

グラムである A&S Advanced 

Program の PBL 科目（全

学・学部）におけるプロジ

ェクト等の実施・運営状況

について、授業評価アンケ

ートその他を用いて点検・

評価し、シラバスの内容を

再検討する。 

総合的・発展的な全学共通プログラムであ

る A&S Advanced Program の初年度開講 PBL

科目の実施・運営状況について、授業評価

アンケートその他を用いた「教育プログラ

ムの評価・改善」（11 月～1 月）を実施し、

その結果をふまえて 2025 年度のシラバスな

どを作成した。 

Ａ 

【7】実社会の問題解

決につなげることが

できる複数の授業科

目を開講して、学生

の主体的な学びを促

進する。 

【7】 A&S Advanced Program の全

学共通科目「A&S PBL Ⅰ・

Ⅱ」の実施・運営状況につ

いて、授業評価アンケート

その他を用いて点検・評価

し、シラバスの内容を再検

討する。 

A&S Advanced Program の全学共通科目

「A&S PBLⅠ・Ⅱ」のうち、2025 年度に開

講する「A&S PBLⅠ」（2 年次生対象）のシ

ラバスを作成した。整備・実践中の学生参

加型プロジェクト（ビジョン 2）や地域資

源を活用した地域連携活動（ビジョン 3）

の進行状況・結果をふまえたプロジェクト

のほか、芸科祭活性化プロジェクトなどを

くわえ、学内外の課題解決に主体的に取り

くめる内容とした。 

Ａ 
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２．研究・創作活動の推進 

3 月 3 日に全学 FD・SD 研修会を開催し、学内の研究・創作活動の取り組み事例の中から A&S 教育の科目の内容改善に

資する情報を抽出して、A&S教育の科目担当者と共有することで、A&S 教育 Basic Program の科目担当者へフィードバッ

クするとともに、A&S 教育における学びが具体的にどういった教育現場で具体的に役立つのかについて、研修会に参加し

た教職員と共有した。 

また、学外の競争的研究資金の獲得につながるように岡山理科大学と研究支援に関わる連携をさらに深めるとともに、

岡山県コーディネーター連絡会といった産学連携分野を支援する地域プラットフォームの積極的な活用を始めるといっ

た異分野間での共同研究・創作活動の支援活動を推進した。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【8】A&S 教育の基盤

づくりに繋がる倉敷

芸術科学大学らしい

研究・創作活動を推

進する。 

【8】 本学の研究・創作活動の

取り組み事例の中から、

A&S 教育の科目開発に資

する内容を抽出して全学

で情報共有するととも

に、A&S 教育の科目担当

者へフィードバックす

る。 

学内での取り組みの中から、国際芸術祭「森

の芸術祭 晴れの国・岡山」との連携プロジェ

クトで実施した対話型鑑賞の研修（8 月）、研

究・地域連携センターと教育開発センターが

連携して企画した A&S 教育 Basic Program 

FD/SD 研修会（9月 20 日、10月 16 日、12 月

18 日、12月 24 日）や、アート分野の A＆S 

Core１〜２の 4 科目及び Core7 等を実施運営

する中で見えてきた成果や今後の課題につい

て取り上げた芸術学部 FD 研修会（10 月 30

日）などを通して、資料の収集または記録を

行った。 

また、全学対象の FD/SD 研修会（3 月 3 日）を

開催し、令和６年度の地域連携事業の実施成

果報告を報告するとともに、A&S 教育の科目開

発に資する内容を全学で情報共有、ならびに

A&S 教育科目担当者へのフィードバックを行っ

た。 

Ａ 

【9】A&S 教育への取

り組みをふまえた特

色ある研究・創作活

動が可能になるよう

に環境や支援の仕組

みを作る。 

【9】 A&S 教育と関連する研

究・創作活動を支援する

ために、A&S 教育の科目

に関連する学外の教育研

究情報を収集し、学内で

情報共有を行う。 

A&S 教育の科目に関連する学外の教育研究情報

として、これまでに Core 8（五感学）に関連

する芸術学科の学術講演会（8 月）の講演資料

と、Core 7（対話型鑑賞）に関する書籍に関

する情報の合計 2 件を収集した。 

また、A&S 教育の科目分野に関連しそうな情報

を事業計画 D8 で挙げた FD/SD 研修会（3 月 3

日）で参加者と共有するとともに、研究・地

域連携センターの学内専用サイト内に関連情

報を閲覧できる場所を設けた。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【10】研究や創作活

動において、学内で

の情報共有を密に

し、それぞれが A&S

の視点を持って発信

できるよう異分野間

での共同研究・創作

を支援する仕組みを

作り実施する。 

【10】 学内外の競争的資金にお

ける共同研究の申請を支

援することで、異分野間

での共同研究・創作活動

を支援する。 

異分野間での共同研究・創作活動を推進し、

学内外の競争的研究資金獲得につなげるた

め、OUS フォーラム岡山（11月 25 日）やリサ

ーチパーク研究・展示発表会（12 月 17 日）へ

の参加を促し、本学教員が発表を行った。ま

た、共同研究の可能性を打診する際に、生命

科学部の FD 研修会「生命科学部の研究最前

線」（9 月 17 日）で紹介された教員の研究領域

に関する情報を参考にし、学内でのマッチン

グを模索するなど、異分野間での共同研究・

創作活動へつなげるための支援を実施した。 

さらに、岡山県コーディネーター情報交換会

（2 月 18 日・3 月 17 日）、OUS 研究者交流会

（2 月 27 日）、岡山県企業と大学との共同研究

センター交流会（3 月 6 日）に参加するなどし

て、産学連携や学外研究者との共同研究の機

会創出を模索した。 

Ａ 

 

 

 

Ⅱ．学生参加型のキャンパスのビジュアル・プロジェクト 

１．学生参加型による実践 

学生参加型のキャンパスのビジュアルプロジェクトの実現に向けた学生参加を促す取り組みとして、7 月下旬から 2 週

間にわたって図書館１階のアカデミックコモンズにてパネル展示によるビジュアルプロジェクトの成果報告会を開催し

た。また、令和７年度から開講される「A&S PBL Ⅰ」にビジュアルプロジェクトから複数のテーマを出して、２年次生が

ビジュアルプロジェクトに参加できる準備を整えた。 

ビジュアルプロジェクトを学内外へ広く周知していくための取り組みとして、大学公式 HP にビジュアルプロジェクト

の紹介ページを追加するとともに、そこからリンクする形で学内関係者限定の Web サイトを構築した。 

ビジュアルプロジェクトが展開するプロジェクトの成果としては、自然景観や地域活性化など 8 件のプロジェクトの

実施や、V チューバーといった新たなデジタル技術の活用を試行した。特筆すべきこととして、地域資源を活かしたビオ

トープ計画や福山市の ROSE EXPO への参加が新聞に掲載された結果、学内外にビジュアルプロジェクトのユニークな活

動が広報された。 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【11】学部の領域を

超えて、初年次から

全員がビジュアルプ

ロジェクトに参加で

きる体制を確立し、

学生が楽しんで学べ

る場を提供する。 

 

【11】-

1 

教員や学生がビジュアル

プロジェクトに参加する

ための窓口として、申し

込みフォームを用意す

る。合わせてビジュアル

プロジェクトの成果や進

捗情報を学内に周知する

ため、学内専用サイトの

構築と図書館に設置され

るアカデミックコモンズ

にビジュアルプロジェク

トの成果を掲示する。 

教員や学生がビジュアルプロジェクトに参加

するための窓口として、申し込みフォームを

関係のサイトに掲載した。併せて、ビジュア

ルプロジェクトの成果や進捗情報を学内に周

知するための学内専用サイト及び大学公式 HP

内に学外へビジュアルプロジェクトを紹介す

るページを設けた。また、図書館１階のアカ

デミックコモンズでビジュアルプロジェクト

の成果報告会「ビジュアルプロジェクト 2024 

夏の成果報告会」を開催した（7 月 20 日〜8

月 2 日）。 

Ａ 

【11】-

2 

A&S 教育の A&S Basic 

Program の Fieldwork 科

目、A&S Advanced 

Program の PBL 科目への

組み込みを関連部署と協

議し、推進していく。 

A&S Advanced Program の２年次開講科目「A&S 

PBL Ⅰ」を通してビジュアルプロジェクトの

活動に学生が参加できるよう、シラバス担当

者及び教育開発センターと協議を行い、令和

７年度の「A&S PBL Ⅰ」にビジュアルプロジ

ェクトから３つのテーマを提出した。 

Ａ 

【12】プロジェクト

を実践するための 5

つのテーマ（自然景

観、キャンパス環

境、XR、創作活動、

地域活性化）を設定

し、推進する。 

【12】 5 つのテーマ（自然景

観、キャンパス環境、

XR、創作活動、地域活性

化）を学内外で展開し、

学生の活動の場を広げて

いく。 

今年度の活動は、自然景観が２件、自然景観

＋キャンパス環境が 2 件、XRが１件、地域活

性化が１件、地域活性化＋創作活動が２件を

それぞれ実施した。特筆すべきトピックスと

して、１号館周辺の池のビオトープ計画、及

び福山市で開催された ROSE EXPO のプレイベ

ントへの参加が山陽新聞の記事に掲載され、

ビジュアルプロジェクトの取組みが学内外に

周知された。 

Ｓ 

【13】大学の人材、

資産、立地など既存

の価値を発掘し、ブ

リコラージュ的に組

み合わせることで本

学独自の価値を創造

する。 

【13】 加計美術館での芸術学部

と生命科学部のコラボレ

ーションを継続し、さら

に早期に展示の質と魅力

を高める企画を計画し、

実施する。 

芸術学部と生命科学部のコラボレーション展

示を加計美術館で実施する計画であったが、

加計美術館の記念事業と重なるため今年度は

中止し、代替する展示として、7 月 20 日から

8 月 2 日にアカデミックコモンズにおいて、ビ

ジュアルプロジェクトの成果報告会としてポ

スター展示を行い、学内の教職員や学生に対

してビジュアルプロジェクトの周知を図っ

た。 

Ａ 
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【14】教員と学生に

よる協調的な組織を

もとに、学生を中心

としたアクティブな

自主参加型の体制を

構築し、自立した運

営形態を促進する。 

【14】 学生が参加できる体制に

ついて、単位化するだけ

でなく、サークル活動等

で自主的に参加できる枠

組みづくりを議論検討

し、受け皿の構築を目指

す。 

学生が自主的にビジュアルプロジェクトに参

加できる A&S  Advanced Program 科目「A&S 

PBLⅠ」、「A&S PBL Ⅱ」について、学生がビジ

ュアルプロジェクトに参加できるよう、関係

部署と協議し、令和７年度よりビジュアルプ

ロジェクトの課題テーマを PBL 授業で取り組

むことを決定した。また、全学学生会のサー

クルのうち、ビジュアルプロジェクトに近い

分野の活動を行っているサークルの学生を勧

誘し、今後、課外活動での取組みを拡充す

る。 

Ｂ 

【15】XR クラウド等

の技術インフラを整

備することで本学独

自のプロジェクトを

展開し、本学の先進

性を発揮する。 

【15】 令和 5 年度の検証結果か

ら XR クラウドの費用対

効果や運用の限界が明ら

かになったことから、学

生に馴染みやすい V チュ

ーバーコンテンツを試験

的に展開し、その可能性

を検証する。 

誰でも V チューバーコンテンツのレクチャー

動画を作成し、コンテンツを制作できる準備

を整えた。チュートリアル動画を元に教員が

ビジュアルプロジェクトの活動成果を紹介す

るコンテンツは令和７年度に発表する。 

Ｂ 

【16】学内にとどま

らず、ヘルスピア倉

敷、加計美術館など

の関連施設と連携し

ながらビジュアルプ

ロジェクトを展開す

ることにより、大学

の魅力を拡大する。 

【16】 ビジュアルプロジェクト

の成果を示す PR ツール

としてチラシを制作し、

地方自治体や地域で連携

する団体に配布すること

により、学外でビジュア

ルプロジェクトの認知を

高め、新たな地域連携に

つなげる機会を創出す

る。 

ビジュアルプロジェクトの成果を示す PR ツー

ルとして、大学 HP にビジュアルプロジェクト

の紹介ページを新たに追加した。また、ビジ

ュアルプロジェクトの成果を学外へ周知する

ためのチラシを作成した。 

令和 7 年 5 月に福山市で開催される ROSE EXPO

でビジュアルプロジェクトの成果を伝えるツ

ールとして制作したチラシを活用予定であ

る。 

Ａ 

 

 

 

Ⅲ．学生の活動のフィールドとしての倉敷及び瀬戸内圏 

１．地域連携 

地域連携の活動成果として、岡山県・岡山市・倉敷市や愛媛県今治市などとの地域連携に係る学内の取り組み情報を幅

広く収集し、研究・地域連携センターが中心となって、Google サイト上に構築した学内関係者の専用サイト上に情報を

集約し、研究・地域連携センター、入試広報センター、ブランディング推進室の関係者と情報共有を行い、その情報の一

部は学内の教職員・学生が閲覧できる学内関係者の専用サイトや、大学公式 HP を通して情報共有、発信された。 

しかしながら、PDF といった電子媒体または印刷媒体として PBL 教育に役立てやすい形での情報の整理や配布には至ら

ず、PBL 事例集の作成は次年度への課題として積み残された。 

また、産学連携または大学間連携による共同事業の新たな機会創出ならびに活性化を目的に、科研費の獲得実績に高い

評価を持つ岡山理科大学の研究・社会連携センターと連携して、OUS フォーラムや OUS研究者交流会といった岡山理科大

学と本学の研究者の交流に力を入れるとともに、岡山県の産学連携を支援する公設機関や他大学の地域連携コーディネ

ーターとの関係づくりに注力した活動を行い、産学官コーディネーター設置を提言する提言書を作成した。 
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【17】本学が地域イ

ベントの活性化拠点

となるよう、情報の

収集と発信を行う環

境を整備し体制を構

築する。 

【17】 学内の地域連携事業に関

する情報の組織的な集約

手順の改善を進めるとと

もに、学内関係部署と連

携して地域連携の成功事

例を学内外へ情報発信す

ることで、地域イベント

に積極的な大学として市

民から認知されることを

目指す。 

研究・地域連携センターのメンバー限定 Web

サイトを 4 月に立ち上げて、研究・地域連携

センターが把握する地域連携の活動にかかる

情報の集約と整理を行い、本学の地域連携に

関する情報を Web ページ上に閲覧しやすい形

でまとめた。また、集約した情報の中から地

域連携の好事例として複数を抽出して、大学

公式 Web サイトにある研究・地域連携センタ

ーのセクションから閲覧できるよう、学内外

へ情報発信を行った。 

Ａ 

【18】倉敷や広く瀬

戸内圏を舞台とする

芸術祭等のイベント

において、学生が地

域で学ぶ意味を体感

し、また地域で学び

たいという意欲を向

上させるよう地域と

連携する。 

【18】 学生に対して学内の地域

連携事業に関する情報の

共有を図ることにより、

学生たちが地域のイベン

ト等に積極的に参加でき

る環境を整備する。 

令和 6 年 9 月 28 日〜11 月 24日に岡山県の県

北で初めて開催された「森の芸術祭 晴れの

国・岡山」イベントでは、同実行委員会や研

究・地域連携センターと連携して学生たちが

このイベントに現地での作品鑑賞サポートと

いう目標をもって主体的に参加できるよう

に、芸術学部の授業やゼミ等を通じて学生に

周知し、前後期に関連授業が開講できるよう

に「森の芸術祭 晴れの国・岡山」実行委員会

事務局と連携して支援を行なった。その結

果、前期の授業では 45 名の学生が履修し、こ

のイベントに向けた事前学習として授業の中

で森の芸術祭やアートによる地方創生につい

て積極的に学んだ。また、後期授業では 14 名

の学生が履修して、森の芸術祭のイベント期

間中に新見市での作品鑑賞サポートの実践と

作品鑑賞ガイドの制作（11 月 16 日）、津山市

での作品鑑賞（11 月 17 日）を学外実習の形で

実施した。制作された作品鑑賞ガイドは会期

終了後も作品が恒久展示される「学びの森 新

見図書館」に寄贈され、学生達による作品鑑

賞サポートの活動成果は森の芸術祭事務局の

関係者から高く評価された。 

Ｓ 
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【19】学生自らによ

る地域における課題

の発見・解決、もし

くは活性化に結びつ

ける活動ができるよ

う、地域の問題につ

いて学内外の人と出

会い交流できる環境

を作る。 

【19】  学内の授業科目の中で実

践された PBL の事例を集

めて PBL 事例集を充実さ

せることにより、教職員

や学生が PBL に取り組み

やすくなることを目指

す。 

令和６年度の授業科目としてさまざまな地域

連携事業が 10 件以上実践されており、その資

料や記録を閲覧しやすい形で研究・地域連携

センターのメンバー限定 Webサイトに集約し

た。具体的な地域連携事業として、「倉敷屏風

祭」、「岡山後楽園 倉敷芸術科学大学屏風

展」、「森の芸術祭 晴れの国・岡山」、今治市

市政 50 周年記念事業「光の祭典 Illuminate 

Festa2024」、つなぐ映画「蔵のある街」、玉島

発信の映画「「たましまトリマー物語」〜君が

笑うと僕は笑う〜」、岡山県警と協力した特殊

詐欺防止等の啓発活動、水島警察署と協力し

た「水島地区安全・安心まちづくり推進大

会」参加記念品のデザイン考案など、幅広い

地域との連携事業を実施した。 

学内外での教育・連携活動の参考となる PBL

事例集として活用することを目的に、これら

の地域連携事業の実施過程や成果は、関連資

料や実施に至った経緯を時系列でまとめた活

動記録などとともに、研究・地域連携センタ

ーのメンバー限定 Web サイトに詳細に記録し

た。 

 

Ａ 

【20】地域住民、産

業界、行政機関など

のステークホルダー

と学生たちが、地域

の身近な課題につい

て協働しながら解決

策の提言や実施がで

きるような学びの場

を設定する。 

【20】 学生が参加して地域課題

を発見することができる

「学びの場」を地域と連

携して提供することによ

り、学生たちが地域の人

たちと協働して課題に向

き合う機会を創出する。 

学生が地域課題を発見・学習する「学びの

場」として、研究・地域連携センターが依頼

内容を整理し提案型マッチングを行い、倉敷

市、岡山市、今治市など 10 件以上の地域連携

活動を実施した。各活動では、学生が地域住

民と協働し、課題解決に取り組む機会＝「学

びの場」を創出できた。 

具体例として、①倉敷市内アパレル企業との

コラボレーションでの T シャツ開発、②地元

酒蔵との連携による倉敷駅前飲食街活性化プ

ロジェクトへの参加があり、学生は主体的か

つ自律的に打合せ・企画提案・制作を担当

し、教員が進行を支援した。 

Ａ 
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【21】地域連携に関

して地域から大学に

寄せられる情報や教

職員が関与している

情報を学内で共有

し、全学として地域

連携を推進する体制

を構築する。 

【21】 地域連携に関する情報や

成果をポータルサイトを

活用して学内で情報共有

するとともに、大学 HP

を通じて学外に発信する

内容を充実させる。 

研究・地域連携センターの連携フォームおよ

び電話等による大学への問い合わせが 36 件あ

り、今年度は 16 件が実現、4件が継続中であ

り、実施した内容については研究・地域連携

センターのメンバー限定 Webサイトにてまと

めてセンター内で共有しているが、学内全体

での情報共有や大学 HP を通じた学外への発信

には至っていない。 

今後はメンバー限定 Web サイトに詳細にまと

めた情報をもとに、学内専用サイトで簡潔に

転載することで学内の教職員と情報共有する

準備を進める。また、大学 HPの研究・地域連

携センターのセクションにおいて令和６年度

に取り組んだ地域連携の成果の一部を学内外

へ公開しており、今後さらに発信する情報を

増やしていく。 

Ｂ 

【22】学生が地域に

出て自発的に学び自

己を成長させること

ができるよう、学生

の興味・関心や地域

との関わりについて

情報を収集し、学生

指導に生かせる仕組

みを作る。 

【22】 地域連携に関する情報を

学生指導に活かせる仕組

みとして、PBL 事例集を

教職員に閲覧しやすい形

で編集して配布する。 

研究・地域連携センターが 4月に立ち上げた

メンバー限定 Web サイトには、今年度に実施

したさまざまな地域連携の実施プロセスやそ

の活動成果について、同センターが収集した

情報の詳細を集約できた。 

地域課題としてのニーズ、ニーズを持つ地方

自治体や企業といった地域のステークホルダ

ー、シーズとして課題解決するための本学が

持つ教育研究手法、参加学生とその取り組み

成果、成果に対するステークホルダーの評価

といった PBL 活動の関連情報は Web 上に記録

資料としてプロジェクト毎にまとめたもの

の、PBL 事例集の編集担当者の割り当てが不明

確だった理由から完成しなかった。次年度に

向けて、PBL 事例集のフォーマットと担当編集

者を明確にした上で、教職員に閲覧しやすい

PBL 事例集を研究・地域連携センターの学内専

用 Web サイトに掲載することを計画してい

る。 

Ｂ 
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【23】学生が自ら企

画し行政や地域の人

たちと交渉しながら

地域の課題解決や活

性化等に取り組める

よう、教職員は、地

域の方々に理解と協

力を求め、同時に学

生が行う活動をサポ

ートする体制を作

る。 

【23】-

1  

学生が自ら企画し行政や

地域の人たちと交渉しな

がら地域の課題解決や活

性化等に取り組んだ成果

を地域ごとにまとめて学

内で情報共有し、地域単

位での円滑な連携体制を

作る。 

研究・地域連携センターによる依頼や教員の

自律的な働きかけにより、学生が主体的に取

り組む地域連携プロジェクトが多数進行して

いる。地域自治体や住民と協働した成果は、

センターが 4 月に立ち上げたメンバー限定の

Web サイトに地域別で整理・掲載している。こ

うした情報は研究・地域連携センター、入試

広報センター、ブランディング推進室といっ

た学内の主な部署で共有している。今治市や

倉敷市など一部地域とは、特定事業における

連携体制の基盤が構築されつつある。今後

は、D17 や D21 での報告内容をもとに、地域別

の情報共有を学内専用 Web サイトに簡潔に転

載して閲覧性を高めた形で学内に広く共有

し、地域連携をさらに推進していく。 

Ａ 

【23】-

2 

産学公コーディネーター

の配置を視野に入れ、大

学事務局と協働しつつ、

地域連携や研究支援を専

門的に担当する職員の採

用・養成等の在り方等に

ついて検討を行い、今後

の方向性を導き出す。 

4 月から本学の地域連携事業のスムーズな展開

拡張を視野に、岡山県下における地域コーデ

ィネーターの活動状況についておかやまデジ

タルイノベーション創出プラットフォーム

（OI-Start）や岡山県産業労働部産業振興課

の関係者にヒアリングするといった取り組み

を実施してきた。その結果、岡山・産学官連

携推進会議のもとに設置された「おかやまコ

ーディネータ連絡会」にオブザーバー参加し

て、連絡会に参加するコーディネーターから

直接、求められる役割等について情報収集

し、県内の各大学に配置されたコーディネー

ター達の動きについて情報収集できた（2 月

18 日、3 月 17 日）。 

これにもとづき、おかやまコーディネータ連

絡会が開催する令和７年度の定期的な情報交

換会に、本学でコーディネーターの役割を担

う教員あるいは職員が正式に参加することを

計画している。また、地域連携や産学連携コ

ーディネーターが果たす役割について県内他

組織のコーディネーターからヒアリングして

きた情報をもとに、本学における産学官連携

コーディネーターの設置の必要性を提言する

提言書を作成した。 

Ａ 
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Ⅳ．学生一人ひとりに対応した学生支援 

１．アカデミック・アドバイジング体制の構築 

２．学修支援の充実 

 LMS を活用した入学前教育の実施やアカデミックアドバイジングデスクの運営などを通じて、学生一人ひとりに対応し

た学生支援体制の整備が進捗した。 

 アセスメントプランにもとづき、学修成果の点検・評価から、教育内容・方法の改善につなげるサイクルを確立した。 

 ICT 活用に関する推進計画を策定し、教育 DX 推進計画の策定・公開の準備とするとともに、教職員・学生が LMS 使用

に習熟し、最大限に利用・活用するための方策として、マニュアル案内・FD 実施などをおこなった。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【24】教育開発セ

ンター、学生支援

センター、健康支

援センターが連携

して共有する情報

に基づいて有機的

に活動できるシス

テムを構築する。 

【24】  入学前教育の実施、アカデミ

ックアドバイジングデスクの

運営、および基幹システム

（Campus Plan）や LMS

（WebClass）のツール活用な

どを通じて、学生一人ひとり

に対応した学生支援体制を整

備する。 

LMS(WebClass) を活用した入学前教育の実

施やアカデミックアドバイジングデスクの

運営などを通じて、学生一人ひとりに対応

した学生支援体制の整備が進捗した。とく

にアカデミック・アドバイジングデスク

は、アドバイザーによる学修相談や関係企

画の立案実施、授業科目との連携といった

活動を実施した。なお、初年度の運営にあ

たり、アドバイザーのほか、学生支援担当

副学長・教育開発センター長・学生支援セ

ンター長・学務部長が定期的にミーティン

グを開催して必要な協議をおこなった。ま

た、連続欠席者等を早期に把握・共有して

支援につなげるためのシステムとして

「Core 科目欠席情報サイト」を作成し、運

用した。 

Ａ 

【25】アセスメン

トプランに基づい

た PDCA サイクルを

確立する。 

【25】  アセスメントプランに基づ

き、機関レベル・教育課程レ

ベル・授業科目レベルの各段

階において、学修成果の点

検・評価を多様な方法で実施

し、教育内容・方法の改善に

つなげるサイクルを確立す

る。とくに、機関レベルにお

ける検証について、自己点

検・評価委員会など相応の全

学組織が主体となって実施す

る。 

アセスメントプラン策定時に確認した学修

成果の検証に活用するためのさまざまな指

標、すなわち新入生アンケート（1 年次 4

月）・GPS-Academic（1 年次 5月・3 年次 10

月）の結果、および各年次における取得単

位数・累計 GPA・授業評価アンケート結

果、資格・免許の取得状況、卒業時アンケ

ートの結果、就職率と卒業生アンケートに

おける就職満足度、退学率などのデータを

収集した。各レベルにおいて、指標を検証

に活用して教育内容・方法の改善につなげ

るサイクルがほぼ確立されているが、機関

レベルにおける活用については、さらなる

整備を検討する余地がある。 

Ｂ 
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【26】ICT を利用し

て学生が自分の学

修進捗状況を確認

できるシステムを

構築する。 

【26】 LMS（WebClass）と外部客観

テスト（GPS-Academic 等）

を活用し、学修成果の把握・

可視化するシステムを構築す

る。 

LMS（WebClass）の拡張機能「修学カル

テ」を活用し、DP 別の GPA（通算）・単位

取得状況（年度毎）をレーダーチャートで

可視化するディプロマ・サプリメント、お

よび外部客観テスト GPS-Academic の個人

結果レポートを表示するシステムを導入し

た。 

Ａ 

【27】教育 DX 推進

計画を策定し、運

用する。 

【27】  教育 DX 推進計画について、

導入した基幹システム

（Campus Plan）や LMS

（WebClass）、また学生主体

の大学づくりの観点、さらに

社会的状況などを勘案して作

成した素案を再検討し、最終

的に策定・公開する。 

A&S 教育における PBL 科目等の実施を推進

するための ICT 環境の整備にともない、

「令和 6 年度 ICT 活用に関する推進計画」

を策定した。本計画は、ICT 環境の整備と

教職員を対象とした技術支援・教育支援体

制の整備、および情報セキュリティへの対

応に係る大学等全体としての方針を内容と

しており、これを教育 DX 推進計画の策定

につなげる予定である。 

Ｂ 

【28】LMS を中心に

教育のデジタル化

ならびに高度化を

図る。 

【28】  教職員・学生が LMS

（WebClass）使用に習熟し、

最大限に利用・活用するため

の方策を検討・実施する。 

教職員に対しては、「WebClass コース管理

者マニュアル」等を案内するとともに、

LMS 等に関する FD「WebClass 活用促進のた

めの FD」（5/29 水）を実施した。学生に対

しては、「WebClass ユーザマニュアル」を

案内し、その主要部分は『履修ガイド

2024』にも掲載した。また 1年生前期必修

科目「情報リテラシー」において、授業回

「大学ポータルと LMS の使い方」を設け

た。 

Ａ 

 

 

 

 

３．学生生活支援の充実 

今年度発足した全学学生会の活動を軌道に乗せるため、活動のルールを「全学学生会の手引き」に纏め、学生に配布し

て周知した。学生同士、学生と教職員などの〈学びの共同体〉としてアカデミック・コモンズを図書館１階に整備し、学

生の自主学習や授業でのプレゼンテーションで活用できるようにした。その中に配置されているアカデミック・アドバイ

ジングデスクでは、学生の相談内容やアンケート調査結果から新年度に取り組む活動を立案した。また、他部署と連携す

る仕組みができたことで、本学のアカデミック・アドバイジングデスクの運用が軌道に乗りつつある。 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【29】大学生活にお

けるあらゆる場面で

の仲間づくりを支援

し、居心地の良い居

場所を提供すること

で、退学率を減少さ

せる。 

【29】-

1 

新たな全学学生会におけ

る活動のルールや手続き

方法を周知徹底し学生の

活動を軌道に乗せるとと

もに、部室の使用ルール

を定めて効率的に活用す

るなどしてより多くのサ

ークルに活動場所を提供

する。 

5 月に活動計画書や活動費についての説明会を

行い、「全学学生会の手引き」を配布してルー

ルを周知した。部室の利用状況を調査し、部

屋割り委員会で審議したうえで新たに 5 つの

学生団体が部室を使用出来るようにした。ス

ペースの有効活用を図り、より多くの学生団

体に活動できる場所を提供できた。 

Ａ 

【29】-

2 

図書館に作ったアカデミ

ックコモンズの運用を行

う中で問題点を掘り起こ

して改善策を策定する。 

可動式の机や大型モニターを導入し、学生の

自主学習やプレゼンテーションに活用しやす

い状況にアカデミック・コモンズを整備し

た。芸術学部のノートパソコン必携化によ

り、充電のための設備の要望が寄せられたた

め、充電設備を設置して学習環境を整備し

た。アカデミック・コモンズが学生に十分に

認知されていない点については、キャンパス

ライフガイドの中に「アカデミック・コモン

ズとは」、「アカデミック・アドバイジングデ

スク」などのページを追加し、大学ホームペ

ージで公開して周知を図った。また、新年度

のオリエンテーションで配布する資料を作成

し、アカデミック・コモンズの周知のための

準備を行った。 

Ｂ 

【30】新入生オリエ

ンテーションなどの

各種イベントを学生

が立案し実施するこ

とにより、新入生と

在校生や、在校生同

士の相互扶助の関係

を構築する。 

【30】 各学科に働きかけて新歓

イベントの開催を行う。

また、サークル活動に関

しては、オリエンテーシ

ョン時にも新入部員勧誘

の時間を作るだけでな

く、新たに入学式の後に

勧誘の機会を設けるとと

もに各種サークルの活動

内容を知らせる展示を行

う。 

新入生歓迎イベントを 5 学科のうち 3 学科で

計画し、天候のため中止とした 1 学科を除い

た 2 学科（生命医科学科、動物生命科学科）

で行った。また、例年 5 月に行っていた、サ

ークル紹介イベント（霞祭）を入学式直後に

行い、多数の参加を得ることができた。3 月に

各サークルにチラシの作成を依頼し、サーク

ル紹介のための展示を行うための準備を整え

た。4 月から新入生に向けてアカデミックコモ

ンズでサークル紹介の展示を行う。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【31】大学生活にお

けるあらゆる不安を

早期に解消できるよ

う、オンラインの相

談窓口など学生のニ

ーズにあった全学的

な相談体制を構築

し、快適な学生生活

を送ることができる

環境をつくる。 

【31】 アカデミックアドバイザ

ーと協力し、アカデミッ

クアドバイジングデスク

に寄せられる相談内容の

整理を行い、関連する部

署と連携する仕組みを作

る。 

アカデミック・アドバイジングデスクに寄せ

られる相談内容を記録し、整理したうえで前

期分については学生支援センター会議で 2

回、後期分についても２回の報告を行った。

内容と件数を精査しカウントし直した結果、

対応件数は 8 月末の時点で 227 件、２月末時

点で 543 件であった。学生支援担当副学長、

教育開発センター長、学生支援センター長、

学務部長、アカデミック・アドバイザーが参

加するアカデミック・コモンズ打ち合わせ会

と称する会議を週に１回程度行い、アカデミ

ック・アドバイジングデスクの運用に関し

て、協議、情報交換する仕組みが構築できて

いる。また、経済面でのアドバイスや就労支

援の強化のために、１月からソーシャルワー

カーが週１回、アカデミック・アドバイジン

グデスクで相談にのる体制を構築した。 

Ａ 

【32】学生のニーズ

にあった相談窓口を

活用して、学生の経

済的な悩みを早期に

検出し、適切なアド

バイスを行うこと

で、経済的な理由で

の退学率を減少させ

る。 

【32】 チューターが経済的な悩

みに対応できるよう「チ

ューターの手引き」に必

要な事項を書き入れるな

どの改善を行う。 

学生指導にかかわる事柄は、チューターのみ

ならず全ての教員が理解しておく必要がある

ため、「チューターの手引き」を「学生支援ガ

イド」に改めた。「学生支援ガイド」の中に、

「2.チューターの役割と年間スケジュールに

ついて」、「10.各種奨学金について」、「11.日

本学生支援機構について」の項目を設け、す

べての教員が学生の経済的な悩みに対応でき

るようにした。 

Ａ 

【33】学生を経済的

にサポートするた

め、TA や SA に加

え、学内ワークスタ

ディなど学内雇用の

場を創出する。 

【33】  学内ワークスタディとし

て学生に提供できる仕事

内容をリストアップし

て、学内での経済的な学

生支援につなげる。 

全学における学生アルバイト（TA・SA 以外）

の雇用実績は、昨年度の 7 件 67 人から、今年

度は 10件 72 人に増加した。 今年度は、ア

カデミック・アドバイジングデスクでの学修

支援補助、健康診断補助などの学生アルバイ

トが新たに追加され、学内雇用の場が広がっ

た。 

Ｂ 

【34】学友会組織を

見直し、運用を簡略

化かつ明確化すると

ともに、教職員によ

るサポート体制を整

備する。 

【34】  新しいルールの下で全学

学生会の活動を支援し、

学生活動における要望や

それに対する大学の回答

などを情報として開示

し、全学学生会を活性化

する。 

5 月に活動計画書や活動費についての説明会を

行い、「全学学生会の手引き」を配布してル

ールを周知した。提出された昨年度の活動報

告を基に活動状況を評価し、その評価に応じ

て各学生団体に今年度予算の配分を行った。

学生代表者会議が取り纏めた要望が 12月 10

日と 24 日に開催された学長・学生代表者懇談

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【34】-

2  

課外活動の評価制度を学

生側に提示し、令和 6 年

度から実施できるよう了

承を得る。 

会で大学執行部に伝えられた。大学からの回

答は、3 月 6 日の学長会議で報告され、3 月７

日にポータルサイトで公開した。今年度は、

学生の要望により、給水機の設置、教室の充

電設備、通学路の整備や Wi-Fi 環境の改善な

どに取り組むことが示され、学生主体の大学

づくりが前進した。 

 

４．障がい学生支援の充実 

教職員向けの研修会は予定通り開催したものの、本学にて開催した FD・SD 研修会の参加率は 50%以下と低く、教職員

の意識改革が望まれる。 

本学教員及び学生向けのあいサポーター研修の開催によって、「あいサポート企業・団体」認定の条件を満たしており、

3 月に認定の申請を行った。今年度導入されたピアサポーター制度で 5 人がピアサポーターとして認定されたが、人数は

少なく組織化して活動するには至っていない。今後、ピアサポーターの育成を継続し、学生が自主的に活動できる体制を

整備する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【35】全ての教職

員・学生が共生社会

を目指した障がい学

生支援について理解

するために、研修会

を開催し、障がい学

生支援教育を行う。 

【35】  教員間の情報共有や障が

い学生に対する認識の強

化および改善を目的とし

た研修会を開催する。 

大学コンソーシアム岡山が主催した 2024 年度

障がい学生支援研修会（8 月 23 日、岡山大学

で開催）へ本学より 5 名が参加した。当日の

研修会は後日希望者へ共有され、2 名が視聴し

た。2024 年 11 月 6 日に岡山大学全学教育・学

生支援機構の先生を講師に、障がい学生支援

FD・SD 研修会「障がい学生に対する合理的配

慮と小規模大学の対応」を開催し、計 54 名

（教員 37 名、職員 17 名）が参加した。 

Ａ 

【36】障がい学生の

修学支援を充実させ

るために、キャンパ

ス環境の整備や学内

支援者を育成する体

制を構築する。 

【36】-

1 

令和 5 年度の岡山県「あ

いサポート」講習を受け

た学生のアンケート結果

を分析し、その効果を解

析した上で本学のより多

くの学生に「あいサポー

ト研修」に参加する体制

を整え、「あいサポート

企業・団体」としての認

定を得る。 

1 月 23 日に「あいサポーター研修」を開催

し、52 名（教員 4 名、学生 48 名）が参加し

た。「あいサポート企業・団体」としての認定

を得るための手続きが完了した。岡山県子ど

も・福祉部障害福祉課障害福祉企画班による

認定後、これらの活動は大学の入試広報課に

報告し、大学ホームページに掲載予定であ

る。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【36】-

2 

ピアサポートを含めたボ

ランティアを希望する学

生に対して大学として

「活動証明」を発行する

ための組織化を行い、情

報収集によるボランティ

ア活動のリスト化と学生

への情報提供を行う仕組

みを作る。 

あいサポーター研修とアカデミック・コモン

ズで開催される障がい者理解等の行事への参

加をもって認定する本学独自のピアサポータ

ー制度を導入した。今年度は、5 名の学生がピ

アサポーターとして認定された。ボランティ

ア活動の情報については、大学のポータルサ

イトでの連絡、掲示、ボランティアサークル

への連絡などのこれまでの方策に加え、アカ

デミック・アドバイジングデスクで募集案内

を行うことを計画している。 

 

Ｂ 

 

５．留学生支援の充実 

留学生の支援体制の一環として、留学生の情報共有に関しては、学修状況や就職活動、卒業後の情報も一貫した体制を

構築し、さらにこれらを発信する体制も試み効果的であることが分かった。留学生の日本語能力を向上させるために行っ

た各種の日本語能力試験の受験率と合格率の向上の取り組みは昨年並みで、アナウンスの時期などを検討する必要があ

る。留学生が関わる交流活動や奨学金獲得のための支援体制も昨年と較べて整備され、イベント数や奨学金採択率の向上

でその効果も出てきたと考えられる。留学生の就職に関して、今年度初となった留学生対象の就職ガイダンスの参加状況

を把握できたので、就職率の向上のためにもその案内方法や指導を、インターンシップの情報共有と参加促進のための体

制作りも併せて行っていく必要がある。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【37】留学生の在学

中および卒業後の情

報を一元化して教職

員で共有するととも

に、有効活用するた

めに学外への発信を

強化する。 

【37】  留学生の学修・生活情報

を教職員で共有し、卒業

後の進路情報を集積しな

がら、募集広報につなが

る SNS の発信体制を整備

する。 

必修科目の学修状況（授業の出欠や日本語レ

ベル）を授業実施後速やかにまとめ、学部学

科の長およびチューターと共有し学生指導す

るとともに、グローバルセンターおよび留学

生課へ情報が伝わるようにした。卒業後の情

報や就職活動の情報はキャリア支援課とグロ

ーバルセンターで集約し進路状況としてまと

め、さらにこれらを広報用動画（中国語）

や、留学生向けパンフレットの内容としてガ

イダンスなどで使用し、また SNS（インスタ、

FaceBook）と組み合わせて効果的に発信し

た。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【38】留学生の日本

語能力を継続的に向

上させるため、必要

な科目を配置し、試

験や課外活動などを

活用する体制を整備

する。 

【38】  日本語能力試験等の受験

率および合格率を向上さ

せるため、留学生への時

期にあった各種説明会や

アナウンス、動機付け等

の検証と効率化を行う。 

受験のアナウンスは、7 月受験分についてはグ

ローバルセンターを通じて、12 月受験分につ

いてはグローバルセンターおよび前期中の日

本語授業を通じて行った。6月に実施したＪテ

スト（日本語テスト：１年生対象）の結果か

ら、Ｎ1 とＮ2 に合格の可能性がある学生に対

し、12 月の JLPT の受験を促した。 

JLPT の（7 月受験率：7 月合格率／12 月受験

率：12 月合格率） 

N1（5.8％：30.8％／3.3％：0％）、N2

（13.0％：29.4％／5.2％：17.0％）、N3

（3.3％：0％／1.1％：100％） 

J-test の（7 月受験率：7 月合格率／12 月受

験率：12 月合格率） 

N2 相当以上（79.7％：33.3％／85.0％：

26.7％）、N4 相当（77.8％：66.6％／84.0％：

28.6％） 

出願期間が春休みから年度頭そして夏休みの

期間中であり、効果的に案内することがなか

なか難しいので、次年度はアナウンス時期に

関して検討する必要がある。また、日本語科

目は２年生以上にはないので、受験への動機

づけや促進は、専門科目や就職指導において

行う必要があり、次年度グローバルセンター

で留学生の面談の中で受験促進指導も行う予

定にしている。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【39】留学生と日本

人学生および地域の

人々との交流を通し

て、留学生が日本文

化を理解し、友好関

係を構築する。 

【39】  留学生が関わるイベント

等の交流活動を通じて、

留学生を中心として日本

人学生や地域の人々が相

互に他文化理解を促すよ

うな体制を継続発展させ

る。 

地域の小学生との交流や、食文化、スポーツ

体験など以下を含め計 21 イベントを実施し

た。 

・倉敷市との連携講座「子ども防災アカデミ

ー」（11/17 開催）では、留学生 2 名が日本人

学生 3 名とともに、地域の小学生と保護者 15

名に対して災害時のレクチャー、防災対策、

留学生の食文化などの意見交換を行った。参

加者のアンケートも好評であった。 

・東京農業大学で開催された「ヒトと動物の

関係学会 第 31 回大会」(2025/3/8,９開催）

に参加し、災害時の避難所環境での猫のスト

レスレベルについて、留学生も日本語で発表

できるようにプレゼンテーションし、他大学

の学生とも意見交換を行なうことができた。

実際に本人は日本語力がかなり向上し、その

後の愛玩動物看護師国家試験に合格すること

ができた。 

次年度は以上のようなイベントの開催と参加

を継続しつつアカデミック・コモンズを利用

したイベント等の機会を増やしていく予定で

ある。 

Ｂ 

【40】留学生が外部

奨学金を獲得する機

会を増やす体制を整

える。 

【40】  奨学金を希望する留学生

が情報を入手できるよう

に、発信体制を整備す

る。また、採択率を上げ

るために、奨学金獲得の

支援体制を構築する。 

奨学金事業全 15 件中、申請数は７件（挑戦

率：46.7%）で、申請した留学生（継続含め 94

名）の採択率は 100％で留学生全体での受給率

は 27.6％であった。 

奨学金へトライする学生に対する教員や職員

の支援体制は整ってきたが、留学生により奨

学金に対する意識、情報の認知度の差が大き

い。大学 HP で奨学金授与式の様子を発信する

など理解を深めているが、奨学金に興味があ

ったが情報を逃していた学生を取りこぼさな

いため、次年度はオリエンテーション等で全

学生に対して書面での情報共有、希望調査を

実施するとともに、奨学金獲得を支援するた

めにチューター等指導教員に、出願希望者の

効果的な願書記入方法などの個別指導を求め

ていく予定である。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【41】キャリア形成

過程を可視化するこ

とで、留学生が自信

を持って就職活動で

きるようにし、また

希望する全ての留学

生が日本で就職でき

るようにする。 

【41】-

1  

留学生の就職活動におけ

る基本スキルに役立つ

様々なセミナー（リモー

ト含）や学内就職ガイダ

ンス（留学生用ガイダン

ス含）の参加率を上げる

ため、キャリア支援課と

ともに学科オリエンテー

ションや SNS 等を利用し

てガイダンス開催の情報

発信体制を強化する。 

学内開催の就職ガイダンスの予定は、各学期

のオリエンテーションにて周知を行い、個別

の案内については大学ポータルの活用、学内

掲示板及び学科の就職委員より周知し、参加

を促してきた。なお、今年度より留学生対象

の就職ガイダンスの開催、学科主催の留学生

対象の就職ガイダンスを開催した。次年度は

SNS や留学生との面談でのガイダンス周知をお

こない、参加を促進させていく予定である。 

・2024 年度留学生対象就職ガイダンス（計 3

回）の４年次生参加者数：延べ 25 名 

・2024 年度卒業生（留学生）進路状況 

日本：就職 18 名、進学 6 名、就職活動継続中

1 名 

その他：帰国 27 名、就職しない 4 名 

Ｂ 

【41】-

2 

希望する留学生が日本で

就職できるように、イン

ターンシップ先の掘り起

こしと参加を促進する体

制を作る。 

インターンシップ等に係る情報については、

キャリア支援課が来校求人の際に各企業の採

用担当者より留学生の採用実績と共にヒアリ

ングを行い、該当する情報がある場合は、留

学生が在籍する学科の就職委員と情報共有

し、就職委員より希望する学生へ周知し、参

加を促してきた。次年度はよりインターンシ

ップに関わる情報の共有と周知が行えるよう

な体制を整備していく予定である。 

2025 年度インターンシップ参加者数：0 人 

Ｃ 

 

６．キャリア支援の充実 

学生の特性に応じたキャリア指導と進路決定のサポートを行うため、低年次から段階的・体系的にキャリア支援を実施

した。 

学生には、汎用的な能力を可視化する GPS-Academic 受検と結果の活用、早期化・多様化する就職活動対策として、学

内ガイダンスの実施、リモート面接に対応できる設備と体制を整備するなど、学生が自信を持って就職活動ができる環境

づくりを行い、高い内定率と内定企業満足度を得ることができた。 

就職委員から学科への情報共有体制を強化し、学生への情報の周知徹底やガイダンスへの参加率にもつながった。 

一方で、GPS-Academic の全学的な分析や進路選択のモデルケースの作成には至らなかった点が課題である。 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【42】低学年次から

段階的で体系的なキ

ャリア構築支援を行

い、学生の各学年次

に応じた就職支援に

より、満足度の高い

進路を実現する。 

【42】-

1  

チューター教員が学生に対

して適切なキャリア支援を

実施できるように、教員を

対象に就職活動のトレンド

をおさえたキャリア支援の

あり方や GPS-Academic の

結果を活用した学生支援を

学ぶ FD を、エージェント

を招いて企画・実施する。 

GPS-Academic ツールの活用について理解を

深め、学生指導などの活用を促すことを目的

に、12/24 に「GPS-Academic 分析結果と本学

の活用指針について」をテーマに、FD・SD

研修を開催した。（参加者 27 名：教員 22

名、職員 5 名）本学学生に関する分析と自己

分析支援ツールの紹介、本学での活用事例

（GPS-Academic を活用した自己分析と自己

PR 作成）について説明を実施した。 

開催後のアンケートにおいて、92.9％の満足

度（やや満足も含む）を得ることができた。

特にゼミでの活用事例に対しての関心が高

く、今後の活用につなげたいとのコメントが

多く見られ、活用への意識向上につながっ

た。 

Ａ 

【42】-

2 

卒業生アンケートから就職

活動に関する意見を分析

し、就職活動支援に必要な

情報を整理するとともに、

学生へのヒアリングにより

就職活動の成功事例をモデ

ルケースとして情報を蓄積

し、就職活動支援に活用す

る。 

教育開発センターと学生支援センターで、卒

業生の就職先企業を対象に実施したアンケー

トの分析結果を就職委員会で報告を行った。

アンケート結果から就職支援活動の改善事項

として、学生へ職業理解や企業情報の確認の

重要性の周知や確認方法などを強化していく

施策の必要性が明らかになった。 

成功事例のモデルケースとして、令和 6 年度

内定報告者会を実施した。登壇した 5 名につ

いてヒアリングと分析を実施する予定であっ

たが、今年度は実施に至らなかった 

Ｂ 

【43】外部のキャリ

アサポートを利用す

ることで、進路に対

する学生の満足度を

向上する。 

【43】 全学の学部 1 年生と 3 年生

が毎年受検している、学生

の汎用的能力を可視化する

GPS-Academic の分析デー

タをキャリア支援に活かす

ために、教員に対して分析

データへのアクセスの利便

性をさらに高めるととも

に、キャリア支援に有用な

データ分析を行う。 

年次にあわせたキャリア支援を目的としたガ

イダンスを企画、実施した。外部講師による

GPS-Academic 受検後のフォローアップガイ

ダンスを開催し、1 年次には結果を活用した

自己分析や大学生活の目標設定を行うワーク

を行った（参加者：61 名）。3年次では、就

職活動にあわせて、分析結果から、自己分

析、自己 PR 作成のワークを実施した（参加

者：18 名）。2 年次以降は、就職活動のスケ

ジュールにあわせて、就職活動への心構えや

準備に関する内容から就活サイトの登録・活

用、留学生を対象とした講座、さらに具体的

な就職活動に必要な情報が得られるよう、外

部のキャリアサポートを利用し、開催した。

学生への参加を促すため、就職委員から学科

への情報共有体制を強化、参加率を高めた。

（内定率：98.2％（4/9 現在）、卒業時内定

企業満足度：84.7％） 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【44】学生が成長を

実感できるためのポ

ートフォリオの導入

を見据えた整備を行

う。 

【44】  従来の就職活動資料の準備

支援の取り組みに加えて、

「進路調査票」、「GPS-

Academic の個人カルテ」、

「学生の活動記録」の管理

指針を策定し、学生が有利

に就職活動をできるための

方策を立案する。 

アセスメント結果の学内共有について、教育

開発センターと「GPS-Academic 個人結果レ

ポート」・「学修成果の可視化」についてテス

ト環境で実装を行い、WebClass の修学カル

テから照会できる機能の確認まで行うことが

できた。次年度、活用に向けてアクセス権限

など資料管理指針を策定し、学生の成長のポ

ートフォリオの環境をリリースする。 

Ｂ 

【45】就職活動にお

ける ICT の積極的な

利用により、学生の

物理的障壁を無く

す。 

【45】  リモート面接に対応できる

設備と体制を整備し、学生

がリモート面接を受けやす

くする。 

リモート面接ができる部屋（A203）を学内に

設置し、5 名の学生がオンライン面談や説明

会に利用した。さらに、本学主催の 6/5 のガ

イダンスにおいて Web 面接対策講座を開催

し、11 名の学生が参加した。ICT を積極的に

活用し、自信をもって臨めるように、多様化

する学生の就職活動に向けた支援を実施し

た。 

Ａ 

【46】同窓会組織を

見直し、卒業生との

連携を深めるための

体制を整備する。 

【46】  校友会を通じて卒業生と本

学とのつながりを深めるた

め、学内に校友会活動の場

を確保し、校友会活動を支

援する。 

今年度発足した校友会の意見としては今のと

ころ学内に校友会としての部屋は不要という

ことで、部屋の確保は今後必要になった時点

で検討することになった。校友会と大学との

連携を深めるため、学生支援センターのメン

バーが校友会の執行部会議に参加するための

仕組みづくりを校友会長に依頼している。活

動支援の一環として、大学ホームページの中

に校友会のページを作成し、情報発信機能の

強化に貢献することを計画した。 

Ｂ 

 

 

 

Ⅴ．情報発信機能の強化によるブランディング 

１．ブランディングと広報・PR 活動の強化 

認知度向上とブランド定着のために行った、芸科祭や連携事業等の学生主体のイベントやプログラムの情報の集約と

発信に関する広報的サポート、新たなコンテンツの開発としての本学の自治体等との地域連携事業などの情報収集と発

信は、運用ルールを定めたオウンドメディア（SNS 含）で限定的ではあったが展開することができ、プレスリリースに関

しても昨年に比べて一元的に、かつ数も増やすことができた。これらの元となる体制に関して、UI ガイドラインのアッ

プロードや、ブランディングに関わる A&S Basic Program 関連の FD・SD 研修を通して本学教職員のインターナルコミュ

ニケーションを強化することができた。ただ、情報の集約と発信に関わるブランディングサポーター制度の整備と運用が

不十分であり、実際に学生を絡めたブランディング活動ができたとはいえないので、次年度はブランディング推進室の体

制を整え、学生サポーター志願者を募っていく予定である。 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【47】学生や教職員が

ブランディング・広報

活動に参加できるイベ

ントやプログラムを開

発・実践する。 

【47】  学生が参加・運営するプロ

グラムの情報収集と一元化

を行うとともに、霞祭や芸

科祭等の学生が主体となる

イベントの広報的サポート

を強化する。 

学生が参加した地域連携事業の情報を

2024 年 4 月に立ち上げたメンバー限定

（研究・地域連携センターと入試広報セ

ンターと入試広報部）Web サイトに集約

し、情報共有している。 

10 月 26 日〜27 日の芸科祭開催期間中に

実行委員会の SNS へ誘導するコンテンツ

や芸科祭を取材した写真をもとに PR 動

画を大学 HP で期間限定で公開し、広報

的サポートを行った。 

Ｂ 

【48】教育、研究・創

作活動から生み出され

る様々な資産や各教員

が持つ専門性、学生の

様々な活動や大学が所

有する資産の有効活用

等を通じて、有益で社

会が求めるコンテンツ

を発掘・開発する。 

【48】 継続的な情報発信を図るた

め、学内情報を集約する仕

組みを整備し、ブランディ

ングサポーター制度を活用

して、自治体や外部団体等

との地域連携事業などを中

心に魅力的な発信につなが

るコンテンツの安定的な開

発を行う。 

ブランディングサポーター制度は活用で

きなかったが、自治体や外部団体等との

地域連携事業などを中心に収集した情報

は、2024 年 4 月よりメンバー限定 Web サ

イトに集約してきた。 

次年度は新たに開発し情報収集した魅力

的なコンテンツを大学 HP でブランディ

ングの一環として継続的に発信していく

予定である。 

Ｃ 

【49】オウンドメディ

アを中心とした積極的

な情報発信を行う。 

【49】 オウンドメディアの運用ル

ールを整備するとともに、

ブランディングサポーター

制度を活用して安定的な情

報発信を行う。 

昨年度運用ルールを定めた大学 HP で

は、学科からの情報発信を活用できてい

る学科が限られたので、次年度は繰り返

し運用ルールを学科へ周知していく予定

である。 

SNS の X や 2024 年 11 月から始めたイン

スタグラムは、まだ担当者レベルで試行

的に運用している状態であり、次年度は

ブランディングサポーター制度の運用の

見直しを含めて SNS においても安定的な

情報発信の体制を整備していく予定であ

る。 

Ｃ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【50】プレスリリース

や企画提案機能を強化

するとともに、情報交

換などを通じてメディ

アとの関係を強化す

る。 

【50】 開発したコンテンツをベー

スに安定的にプレスリリー

スを発信する。 

以下の 6 件についてプレスリリースを実

施した。 

1. 入学宣誓式（4 月）について取材依頼 

2.「岡山県 RDB の絶滅危惧 1類のミズア

オイの栽培」について取材依頼（8 月） 

3.「森の芸術祭 晴れの国・岡山」の出

展作家の作品の共同制作について取材依

頼（9 月） 

4.「森の芸術祭 晴れの国・岡山」の出

展作家の作品を本学学生が作品鑑賞サポ

ートについて取材依頼（11 月） 

5.芸術学部の卒業・修了制作展「2024 年

度 倉敷芸術科学大学 卒業・修了制作

展」について取材依頼（1 月） 

6. 学位記授与式（3 月）について取材依

頼 

Ｂ 

【51】54 番へ統合のた

め削除 

    

【52】大学内外で活用

するブランディングに

かかるルールや UI

（University Identit 

y）の統一を図る。ま

た、ニュースレターや

パンフレット、ウェブ

サイトやブログなど社

会とのタッチポイント

となるツールの開発・

運用を一元化し、統一

感のある広報活動を行

う。 

【52】  一貫したブランディングに

向け、統一された UI とルー

ルを各部署で運用しやすい

形でガイドラインとしてま

とめて周知する。 

昨年度リニューアルした大学ロゴを各部

署で使用しやすいように、5月に教職員

グループウェアにロゴデータをアップロ

ードした。同様に、UI ガイドラインもア

ップロードして、教職員からいつでも参

照できるようにした。 

Ｂ 

【53】組織間、教職員

間のコミュニケーショ

ンを活性化し、組織を

超えたコラボレーショ

ンの実現や A&S 教育の

実践など、「倉敷芸術

科学大学ビジョン

2031」の実現に向けた

教職員の理解や活動を

促進するインターナル

コミュニケーションを

強化する。 

【53】 ブランディング方針の理解

と A&S 教育の浸透を促進す

るため、教職員向けの勉強

会を実施する。 

A&S Basic Program に関する 3 つの FD・

SD 研修会を教育開発センターと連携して

3 回実施（9 月、10 月、12 月）し、これ

らの総括のための FD・SD 研修会を実施

した（12 月）。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【54】効果的なブラン

ディング活動の実施に

向け、大学ブランディ

ングに関わる機能強化

を図ることで、教職員

や学生のメディアリテ

ラシー、広報リテラシ

ーを向上するととも

に、効果的で継続的な

情報発信の仕組みを構

築する。 

【54】 ブランディング推進室の指

導・管理のもと、第 2 期と

なるブランディングサポー

ター制度を確立するため、

学生サポーターに対する研

修プログラムを実施し、図

書館のアカデミックコモン

ズと連携して学生サポータ

ー志願者の掘り起こしやそ

の活動成果を周知できるよ

うな体制を整備する。 

学生サポーターの研修プログラムはでき

ているが、ブランディング推進室の運用

体制が不十分であったため、ブランディ

ングサポーター制度の運用と整備が未実

施である。次年度はブランディング推進

室の体制を整えた上で、あらためて学生

サポーター志願者の掘り起こしやその活

動成果を周知できるような体制を整備す

る予定である。 

Ｄ 

 

 

 

２．入学者選抜の改革 

令和５年度に改定したアドミッション・ポリシーおよび「求める人物像」に基づき、各種の入学者選抜制度は前年度の

反省を踏まえて、廃止・導入・時期変更・回数変更など志願者にとってより効果的・合理的にスリム化した。併せて減免

制度、特待生制度の内容や基準、人数枠など規定の変更、そして外国人留学生選抜における出願時の事務手続きに関する

煩雑化の解消を行った。次年度は入学者数確保のために志願者にとってより分かりやすい入学者選抜方法を策定してい

く予定である。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【55】「倉敷芸術科

学大学ビジョン

2031」に基づき改定

されたアドミッショ

ン・ポリシーに基づ

き、学部学科・入学

者選抜区分毎に設定

している「求める学

生像」を見直す。 

【55】 ※新体制に向けてアドミ

ッション・ポリシーおよ

び「求める人物像」の改

定が完了。 

※アドミッション・ポリシーおよび「求める

人物像」の改定は完了している。2025 年 4 月

開設の環境生命科学科のＡＰ（生命科学科と

同じ）も 2026 年度募集要項へ掲載予定であ

る。 

Ａ 

【56】アドミッショ

ン・ポリシーと「求

める学生像」に基づ

いた、ブランディン

グや広報戦略に結び

付く新たな入学者選

抜方法を策定し、入

学定員の充足を維持

する。 

【56】-

1 

令和 5 年度に見直した複

雑な入学者選抜制度につ

いて、より機能的に実施

できるよう整理してスリ

ム化を図る。 

より効果的・合理的な入学者選抜のため、総

合型の文武両道型を廃止、事前面談型時期変

更と面接型の導入、編入学選抜の回数と時期

変更、外国人留学生選抜（国内）の選考方法

を変更、外国人留学生選抜（国外）の回数の

変更、留学生別科選抜（9 月入学）の前期の対

象国、留学生別科（4 月入学）の回数の変更を

行った。また入学金減免制度の内容を変更し

（指定校選抜）、入試特待生制度も合わせて変

更した。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【56】-

2 

新たに設定した入試特待

生基準に基づき、大学内

外に分かりやすい入試特

待生名称に変更する。 

2023 年度までの｢文武両道｣と｢得意特化｣、｢特

待生Ⅰ・Ⅱ｣を、対象となる入試選抜区分の制

度と変更した特待生選考要領の基準に基づい

て名称変更を行い（特待生Ｓ､Ａ､Ｂ）、大学内

外に周知した。なお制度内容については、関

係する規程等を変更し、人数枠を新規に設定

した。 

Ａ 

【56】-

3 

外国人留学生入試の出願

時における受験生と大学

双方の煩雑化を解消する

ため、インターネット出

願や出願書類、検定料支

払い方法などの検討、見

直しを行う。 

外国人留学生選抜（国内）の出願方法をイン

ターネットによる出願並びに検定料支払いに

変更して効率化を図った。また外国人留学生

選抜（国内・国外）の出願時に求めていた書

類を合格後の提出書類と区別し、煩雑化を解

消した。 

Ａ 

 

 

Ⅵ．「学生主体の大学づくり」のための大学運営 

１．全学教学マネジメント体制の構築 

教育組織、事務組織については、改組を通じて体制構築がほぼ完了している。それぞれが適切に機能しているかどうか

検証するための仕組みづくりを図る。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【57】「倉敷芸術科

学大学ビジョン

2031」に基づき 3 つ

のポリシーを検証・

改定するとともに、

アセスメントプラン

との整合性を検証

し、教学面における

PDCA サイクルを確立

する。 

【57】 アセスメントプランに沿

った検証及びフィードバ

ックを実施し、3 つのポ

リシーが適切であるかど

うか確認するとともに、

必要であれば改正する。 

A&S 教育初年度の実施状況について、教育課程

レベルの検証「カリキュラムチェック」（10 月

～12 月）を実施した結果として、Basic 

Program・Advanced Program ともに、DP・CP

との整合性において問題なく実施されている

ことが学務委員会で報告された。また、生命

科学科においては、昨年度に策定した新 DP・

CP、および新カリキュラムの内容をふまえ、

A&S 教育における役割や教育の内容・方法とい

った学科の特性をより反映した名称「環境生

命科学科」に 2025 年度から変更することとし

た。 

Ａ 

【58】インターナル

コミュニケーション

を促進し、教育組

織・事務組織におけ

るセクショナリズム

を打破するため教育

組織・センター・事

務組織を見直し、学

生主体の大学として

の機能を果たすため

【58】-

1 

大学院において、生命科

学部を基礎とする新しい

研究科の設置申請に向け

準備する。 

来年度初めの文科省の事前相談に向けて、研

究科長を中心に設置の趣旨、カリキュラム、

教員配置等について検討し 4月に事前相談を

行う。 

Ａ 

【58】-

2 

ワークフローシステムの

導入に伴い事務フローの

見直しを進め、事務効率

化、ペーパーレス化を目

標に、事務処理における

DX を推進する。 

業務内容ごとに項目を整理し、様式とルート

を設定して、運用を開始した。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

の協働体制を構築す

る。 

【58】-

3 

学内ワークスタディ制度

を活用し、学内のさまざ

まな業務において学生に

就労の機会を設けて、就

労意欲の涵養に寄与す

る。 

学生が施設の運営やその他学内の業務に関わ

ることにより、スキル向上や付属施設に対す

る意識の涵養に寄与している。 

雇用実績及び担当部署は以下のとおり。 

・図書館 5 名：庶務課 

・加計美術館 5 名：加計美術館 

・健康診断誘導（4 月）7 名：健康支援センタ

ー 

・救命講習会実施補助（8 月）6 名：健康支援

センター 

・講義室管理業務（5 月～12月）2 名：教務課 

・合格者対象相談会相談対応（１２月・２

月）2 名：学生支援センター 

・アカデミックアドバイジングデスク補助

（12 月・1 月）：2 名学生支援センター 

Ａ 

【58】-

4 

教員を含めた防災体制を

再構築し、教職協働で安

全・安心に取り組む体制

を整える。 

年 1 回の消防計画における防災・防火訓練の

自衛組織構成員に学長を統括管理者（隊長）

とし・副学長・学部長と学科長が加わり、元

消防署の教員と防火管理者との計画案を作成

し実施する。 

Ａ 

 

 

２．内部質保証 

 内部質保証体制については、方針に基づき、学長会議・自己点検評価委員会を中核とした体制が整っている。今後はそ

の体制の実効性について、データをもとに検証し、改善に結びつける体制強化が必要である。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【59】内部質保証方

針を定めるととも

に、現在の内部質保

証体制を検証し、プ

ロセスを明確にす

る。 

【59】 内部質保証体制図に沿っ

た検証・改善が実施でき

ているかどうか検証す

る。 

認証評価受審に伴う自己点検評価書作成にあ

たり、学長会議、自己点検・評価委員会にて

検証済み。 

Ａ 

【60】学内の各種デ

ータを整理し、学内

における IR 機能の

向上を図る。 

【60】 導入された基幹システム

および学修管理システム

の利用を促進するため

に、説明会等を実施す

る。 

・5 月 29 日に FD 研修会「WebClass 活用促進

のための FD」を開催し、63 名の参加があっ

た。 

・基幹システム CampusPlan で管理する特待生

情報などの利用方法を担当部署間で情報共有

した。また、ポータル機能の利用について、

今年度から配置されたアカデミックアドバイ

ザーへ説明を行った。 

Ａ 
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３．経営基盤の安定化 

 単年度の収支状況は改善している。引き続き、収入に見合った支出を念頭により適切な配分を実施し、目に見える形で

学生に還元するよう努める。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【61】定員充足によ

る安定的な学納金収

入を確保するととも

に、科研費、受託研

究をはじめとする外

部資金の獲得増加を

目指す。 

【61】-

1 

引き続き定員の充足によ

る学納金収入の安定化

と、各種補助金の積極的

な獲得を目指す。特に施

設整備の補助金に関して

は、要件を満たす案件が

あれば予算計上を含め計

画を立て申請する。 

今年度は入学定員及び収容定員とも充足した

たため、学納金収入の減収は避けられた。 

補助金の獲得については、今年度は対象とな

る事業が無かったため申請を行っていない。 

Ａ 

【61】-

2 

研究・地域連携センター

における岡山理科大学と

の取組みの充実等を図

り、科研費獲得増加を目

指す。 

岡山理科大学研究・社会連携センター長を講

師として招き、科研費の応募に関する説明会

を開催した。 

Ａ 

【62】現在の財務状

況を把握するととも

に、中期財務計画を

策定し、今後の財務

改善策を策定する。 

【62】 中期財務計画と令和 6 年

度予算を比較検証し、財

務比率ごとの目標達成度

を確認する。 

新理事長のもと開催された第 1 回戦略ミーテ

ィング（令和 6 年 9 月 17 日）に向けて、R6

年度～R9 年度の事業活動収支予算計画を策定

した。 

来年度以降はこの計画に沿って、年度ごとに

予算編成を行うこととなるが、その際には収

支計画と実際の予算との比較検証と財務比率

の達成度を確認する。 

なお、R6 年度予算における人件費比率は

52.2％、教育研究経費比率は 37.6％、R6 年度

の教員数は 69 名、ST 比 21.0、職員数は 47 名

となっており、概ね目標達成に向かって推移

している。決算書に基づいて検証を行う。 

Ａ 

【63】限られた財源

を有効に活用するた

めに、予算策定方針

を明確にし、学長裁

量経費をはじめとす

る新たな枠組みを作

り、重点項目への確

実な配分を行う。 

【63】-

1 

学生代表者会議等を通じ

て学生から上がった要望

のうち、実施可能なもの

について予算計上し、実

施する。 

・無線 LAN 接続の改善については、実施済

み。 

・週末の駐車場利用については、後期から教

職員駐車場の一部開放をしている。 

・トイレの更新については、全学的に利用す

る箇所を中心に、年度内に実施完了した。 

Ａ 

【63】-

2 

A&S 教育にかかる経費を

適切に計上し、教育が効

果的に実施できるよう配

分する。 

A&S 教育にかかる経費については、各講義担

当教員からの要望に基づき、教育開発センタ

ー長が取りまとめた上で、適切に予算計上

し、配分・執行している。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【63】-

3 

各室の使用状況を把握

し、部屋の効率的な使用

を促すとともに、室内を

整頓し、環境美化に努め

る。 

・学長会議にて使用状況の確認と環境美化へ

の協力を依頼した。 

・全学学生会の発足に伴い、再度部室の割り

振りと室内の整理整頓を実施した。 

・令和 7 年度に向けた部屋割りに伴って、使

用状況の確認を再度実施した。 

Ａ 

【63】-

4 

室番号を見直し、各室の

案内プレートを刷新し、

学生の学内移動や来客対

応に配慮する。 

室番号変更案については、学長会議にて承認

された。年度末までに室表示を更新するよ

う、補正予算を計上するとともに、業者への

発注準備を行った。 

Ａ 

【63】-

5 

施設整備の年次計画に伴

い、以下の点を中心に予

算を配分し、実施する。 

【情報通信環境整備】 

 ・Wi-Fi アクセスポイ

ントの更新と学内基幹

ネットワークの高速化

により、芸術学部の PC

必携化、県立高校で導

入している１人 1 台端

末の卒業生に対応する

情報通信環境を整備す

る。 

 ・保守期間が終了し老

朽化が進む L2 スイッ

チ等のネットワーク機

器を更新し、安定した

情報通信環境を維持す

る。 

【省エネ（エコキャンパ

ス）推進】 

 ・既存の蛍光灯などを

LED 化する。 

 ・既存の老朽化したエ

アコンを更新する。 

【その他】 

 ・和式トイレの洋式

化、既存洋式トイレの温

水洗浄便座への更新を進

める。 

【情報通信環境整備】  

・Wi-Fi アクセスポイントとネットワーク機

器の更新については、8 月末に工事が完了し

た。 

基幹ネットワークの更新は R7事業（理事会承

認済み） 

 【省エネ(エコキャンパス)推進】 

 ・既存の蛍光灯などを LED 化については、順

次実施している。 

 ・既存の老朽化したエアコンについても、計

上予算の範囲内で優先順位をつけ、年度内に

計画していたものについては実施済み 

 【その他】 

 ・和式トイレの洋式化、既存洋式トイレの温

水洗浄便座への更新については、現場説明

会、理事会での承認待ちであり、年度内に完

了する予定。しかし、優先的に学生の利用頻

度が高い個所を本年度 60％完了したが、令和

7 年度に計上予算をし、理事会に図り執行す

る予定。 

Ａ 
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主な行事 

4 月 4 日 新入生入学前オリエンテーション 

4 月 5 日 
入学宣誓式 

霞祭 

4 月 6 日 新入生オリエンテーション 

4 月 8 日 在学生オリエンテーション 

4 月 9 日 新入生研修 

4 月 10 日 前期授業開始 

5 月 19 日 オープンキャンパス 

6 月 16 日 オープンキャンパス（オンライン型） 

7 月 20 日・21 日 オープンキャンパス 

9 月 9 日 企業懇談会 

9 月 14 日 教育懇談会 

9 月 20 日 
学位記授与式（9 月卒業） 

留学生別科 1 年半コース入学宣誓式 

9 月 21 日 オープンキャンパス 

9 月 24 日 オリエンテーション 

9 月 25 日 後期授業開始 

10 月 26 日・27 日 芸科祭 

1 月 25 日～ 2月 23 日 倉敷芸術科学大学 卒業・修了制作展 

3 月 16 日 オープンキャンパス 

3 月 23 日 学位記授与式 
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学生数・教職員数  

 

■在籍学生数 

 

 

■卒業者数等一覧 

（令和７年度） 

区分 
修了者・

卒業者 
満期退学 

就職希望者 

A 

就職者 

B 

就職率 

B/A 
進学者 

退学者・

除籍者 
休学者 

留年者 

※ 

大学院 博士 1 0 1 － － － 1 0 0 

修士 5 0 1 1 100.0％ 0 1 0 0 

学部 345 0 259 252 97.3％ 9 53 23 27 

大学院（通信制） 0 0 － － － － 0 0 0 

留学生別科 15 － － － － 15 0 0 1 

※修業年限を超えて在籍している学生数（令和 7 年 4 月 1日現在） 

 

主な就職先 

㈱ザグザグ ピープルソフトウェア㈱ ㈱バンダイナムコピクチャーズ ㈱イタミアート 

備北信用金庫 丸五ゴム工業㈱ ㈱淡路島観光ホテル 西日本旅客鉄道㈱ おかやま酪農業協同組合

晴れの国岡山農業協同組合 西日本高速道路パトロール中国㈱ ㈱福島銀行 アマノ動物病院 ASAP

（令和6年5月1日現在）

留学生 社会人 留学生 社会人

芸術研究科（博士） 4 1 1 12 4 3 1

芸術研究科（修士） 10 11 8 20 15 11

産業科学技術研究科（博士） 2 0 6 0

産業科学技術研究科（修士） 8 1 16 1

人間文化研究科（修士） 15 0 30 1 1

大学院　　計 39 13 9 0 84 21 15 1

芸術学科 150 194 86 150 194 86

メディア映像学科 - 194 212 48

デザイン芸術学科 - 160 159 55

計 150 194 86 0 504 565 189 0

生命科学科 40 20 1 160 109 11

健康科学科 55 65 2 220 228 3

動物生命科学科 50 55 1 184 228 2

生命医科学科 55 44 220 204

計 200 184 4 0 784 769 16 0

危機管理学科 （募集停止） - - - 120 113 38

計 0 0 0 0 120 113 38 0

350 378 90 0 1,408 1,447 243 0

389 391 99 0 1,492 1,468 258 1

留学生別科 25 3 3 40 17 17

計 25 3 3 0 40 17 17 0

※社会人は社会人入試にて入学した学生数 （単位：人）

※留学生は在留資格「留学」を有する学生数

大

学

院

研究科・学部・学科名 入学定員

通学制　　合計

学　部　　計

入学者数 収容定員 在学者数

別科

学
　
　
　
　
　
　
　
部

芸

術

学

部

生

命

科

学

部

危

機

管

理

学

部
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動物病院 東海大学医学部付属病院 心臓病センター榊原病院 倉敷中央病院 岡山県警察 岡山市

消防局 倉敷市消防局 福山地区消防組合消防局（他） 

 

■教職員数 

 

 

（令和6年5月1日現在）

学長 副学長 教授※ 准教授 講師 助教 助手 別科講師 教員　計 事務職員

※副学長除く （単位：人）

471 2 30 21 11 4 0 1 70
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財務関係 

■事業活動収支 

 

 

■財務改善に向けた取組 

・定員充足による安定的な収入の確保 

・事業計画に沿った適切な財政支出 

・予算編成方針に基づいた効率的予算配分と予算執行管

理の徹底による経費の抑制

 

■施設設備整備報告（抜粋） 

老朽化に伴う建物・設備の改修は緊急性の高いものから順次実施しており、今年度は下記のとおり実施した。 

主な施設関係                                       （単位：千円） 

事業名 金額 

加計美術館外装改修工事 31,800 

加計美術館屋根改修工事 31,949 

トイレ改修工事 32,065 

 

主な装置・設備関係                                    （単位：千円） 

事業名 金額 

教育用ネットワーク機器更新 37,950 

卓上型ＮＭＲ一式 16,390 

 

 

（単位：千円）

令和６年度
予算額

令和６年度
決算額

学 生 生 徒 等 納 付 金 2,261,770 2,258,820

経 常 費 等 補 助 金 350,360 308,920

そ の 他 収 入 110,898 176,687

計 2,723,028 2,744,427

人 件 費 1,435,512 1,404,762

教 育 研 究 経 費 1,024,117 860,116

管 理 経 費 311,059 249,259

そ の 他 支 出 0 156

計 2,770,688 2,514,293

△ 47,660 230,134

収 受 取 利 息 等 3 179

支 借 入 金 利 息 等 1,440 1,447

△ 1,437 △ 1,268

△ 49,097 228,866

収 資 産 売 却 差 額 等 0 1,444

支 資 産 処 分 差 額 等 0 5,390

0 △ 3,946

△ 49,097 224,920

△ 183,031 △ 126,599

△ 232,128 98,321

基本金組入額合計

当年度収支差額

　　　　　　　　　年度
　　科目

教
育
活
動
収
支

収
入

支
出

教育活動収支差額

教
活
外

教育活動外収支差額

経常収支差額

特
別

特別収支差額

基本金組入前収支差額


